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１．自己紹介と関連性

２．認知度調査結果を見て感じること

V1



2021年 全国ダイバーシティ調査

第2回 ダイバーシティ認知と理解に関する調査

= 多様性のある社会づくりのための基礎調査

実施者：NPO法人GEWEL

調査協力：桜美林大学ビジネスマネジメント学群

ビジネス演習12名の学生

■目的

⚫ダイバーシティ関連用語の社会的認知度の変化を把握

⚫多様性社会づくりに関連事項に対する、人々の思考や行動の傾向把握

⚫調査結果を今後のD&I普及啓発事業に活かす

仮説（新たな問い）を導出し、対話・考察を深める機会に繋げる

１．はじめに
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調査A

インターネット調査会社のリサーチモニターを対象
とした調査

調査対象：全国リサーチモニター 9,524名

※居住地分布は人口動態とほぼ同率

調査方法：オンラインアンケート

調査期間：2021年9月～10月

全国の一般市民の用語認知・理解の実態について
明らかにすることを目的とする。

報告書は、調査Aの結果を中心にまとめる。

調査B

GEWELからの協力呼びかけによる調査

調査対象：GEWEL協力者 1,076名

※回答者は首都圏在住者が多数

調査方法：オンラインアンケート

調査期間：2021年9月～10月

回答の偏りは予想されるが、調査A（一般市民の
回答傾向）と認知・理解の程度を比較するための
参考データにすることを目的とする。

Q1 用語認知

Q1-1 ダイバーシティ

Q1-2 インクルージョン

Q1-3 DEI

Q1-4 SDGs

Q1-5 アンコンシャス・バイアス

Q1-6 LGBTQ

Q1-7 パタハラ（パタニティ
ハラスメント）

Q1-8 ジェンダー・ギャップ

Q1-9 マイノリティ

Q1-10 マジョリティ

Q2 考えや経験

Q2-1 外国籍の友人

Q2-2 世代間コミュニケーション

Q2-3 障がい者との関わり

Q2-4 性的少数者カミングアウト

Q2-5 ダイバーシティ尊重教育

Q2-6 生きづらさ実感

Q2-7 偏見・差別への考え

Q2-8 産休取得のためらい

Q2-9 多様性重視か画一性重視か

Q2-10 私なりの取り組み

Q3 自由記述

お互いの違いや個性を活かしあう社会
づくりの妨げになっているもの

太字：2019年の
調査項目

※ 一部修正項目

質問項目



回答者のプロフィール 【性別】 【性年代】
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2．調査結果 N＝9,524

【年代】



回答者のプロフィール 【地域】
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2．調査結果

東京・埼玉・千葉・神奈川

茨城・栃木・群馬・山梨・長野

岐阜・静岡・愛知

三重・滋賀・奈良・和歌山

京都・大阪・兵庫

【学歴】 【婚姻】
【職業】

人数属性

人数属性

人数属性



認知度一覧



Q1-1 ダイバーシティ

全体でみると、ダイバーシティの認知度合いはわずかに増加。
50代の認知度がやや高く、20代は認知有無が二分される傾向にある。
関東の認知度が突出して高い。
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3．調査結果 ①ダイバーシティ関連の用語認知傾向の変化

2021年 (N=9,524） 20１９年 （N=9,６６３）
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3．調査結果



Q1-2 インクルージョン

一般社会での認知度は低い。
意味を説明できる人は大卒以上に多く、学校教育や会社での研修により認知する機
会が多いためではないかと考えられる。地域では関東の認知度が高い。
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2021年 (N=9,524） 20１９年 （N=9,６６３）

3．調査結果 ①ダイバーシティ関連の用語認知傾向の変化



Q1-4 SDGs

SDGｓの認知度は、この2年間で大きく上昇。
メディアでの露出、企業でのＳＤＧｓ活動の推進、学校教育においても触れる機会
が増えている。一般社会で過半数を超える認知度になることが浸透率の目安。
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2021年 (N=9,524） 20１９年 （N=9,６６３）

3．調査結果 ①ダイバーシティ関連の用語認知傾向の変化



Q1-6 LGBTQ

2019年のLGBTは約6割、2021年のLGBTQは約5割の人が認知。
特に20代女性の認知率が高い。地域でみると東海地方の認知度が低い。
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2021年 (N=9,524） 20１９年 （N=9,６６３） LGBT

3．調査結果 ①ダイバーシティ関連の用語認知傾向の変化



Q1-3 DEI ／ Q1-5 アンコンシャス・バイアス

DEI（diversity, equity, and inclusion）、
アンコンシャス・バイアス共に、全国での用語認知は低い。
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2021年 (N=9,524） DEI 2021年 (N=9,524） アンコンシャス・
バイアス

3．調査結果 ①ダイバーシティ関連の用語認知傾向の変化



Q1-7 パタハラ ／ Q1-8 ジェンダー・ギャップ

パタハラは、若い年代層の認知度が高い。
一方、ジェンダー・ギャップは50代、60代の男性の認知度が高い。
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2021年 (N=9,524） パタハラ 2021年 (N=9,524） ジェンダー・
ギャップ

3．調査結果 ①ダイバーシティ関連の用語認知傾向の変化



全国調査と独自調査の比較
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アンコンシャス・バイアス2021年
(N=9,524）

20２１年
（N=1,076）

アンコンシャス・バイアス

パタハラ ジェンダー・ギャップ

パタハラ ジェンダー・ギャップ

3．調査結果 ①ダイバーシティ関連の用語認知傾向の変化



Q1-9 マイノリティ ／ Q1-10 マジョリティ

表裏一体の用語であるマイノリティ（少数派）とマジョリティ（多数派）は、マイノリ
ティのほうが認知度が高い。マジョリティの認知度は若者世代において高く、その
背景には2016年にヒットしたアイドルグループの曲名の影響がある可能性。
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2021年 (N=9,524） マイノリティ 2021年 (N=9,524） マジョリティ

3．調査結果 ①ダイバーシティ関連の用語認知傾向の変化



ダイバーシティ関連の用語認知傾向の変化のまとめ

⚫調査対象者（母集団）の違いにより、それぞれの特徴を把握する必要がある。

⚫一般のリサーチモニター（一般市民層）とダイバーシティの啓発活動に近い調査
協力者層では、アンコンシャス・バイアス、パタハラ、ジェンダー・ギャップなどの
用語認知に大きな差がある。

⚫ダイバーシティやインクルージョンの認知度は2年前よりやや増加、SDGｓは認
知度大躍進。

⚫首都圏ビジネスパーソンのダイバーシティ用語認知は、2008年から2021年に
かけて、男女差は縮まったものの、全体では7ポイント上昇に留まり、大きな伸び
はみられなかった。

⚫一般社会において、過半数（2人に1人）が認知している状態が、用語浸透率のひ
とつの目安。
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3．調査結果 ①ダイバーシティ関連の用語認知傾向の変化



問い

認知度を上げるには、どうしたらいいでしょうか？

認知度が上がるとどんなことが変わるでしょうか？



感想

V1


